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◆ 

宮
城
支
部

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
宮
城
グ
ル
ー
プ
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」

の
開
催

　10
月
23
日
、
県
内
５
会

場
で
４
年
振
り
に
開
催
さ

れ
、
総
勢
４
９
４
名
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
執
行
役
員

宮
城
事
業
部
長
の
須
藤
博

史
様
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
電
友
会
苫
米
地
副

支
部
長
の
乾
杯
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　各
会
場
と
も
４
年
振
り

仙台会場受付模様　約 400 名の皆さんが出席

宮城事業部長 須藤博史様のご挨拶

五ッ橋クラブ苫米地副会長の乾杯

に
懐
か
し
い
仲
間
と
の
再
会
や
現
役
の
方
々
を
交
え

た
賑
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
、
楽
し
く
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

◎
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

　〈
第
１
弾
〉ｅ
ス
ポ
ー
ツ
わ
く
わ
く
体
験
会

　昨
年
度
に
続
い
て
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
認
知

症
予
防
等
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
わ
く
わ
く
体
験
会
」
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
宮
城

事
業
部
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
７
月
21
日
に
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
サ
ロ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

　五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
会
員
の
他
に
石
巻
電
友
会
、
小
牛

田
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
福
島
・
岩
手
・
山
形
支
部
各

事
務
局
長
の
参
加
も
あ
り
、
35
名
の
方
に
楽
し
ん
で

懐かしい人達との
会話が弾みます

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
し
た
皆
さ
ん

か
ら
は
、
昨
年
も
参

加
し
て
楽
し
か
っ
た

の
で
今
回
も
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
。
頭
を
使

う
こ
と
は
予
想
し
て

い
た
が
、
思
っ
た
以

上
に
体
を
使
う
こ
と

に
驚
い
た
。
ド
ラ
イ

ブ
ゲ
ー
ム
の
タ
イ
ム
が
更
新
で
き
る
と
嬉
し
い
。
頭

と
体
力
を
使
う
の
で
刺
激
に
な
っ
た
。
な
ど
の
感
想

や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ドライブゲーム　意外に力が入ります

バーチャファイター
対戦中

  
宮
城
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　〈
第
２
弾
〉グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　令
和
５
年
９
月
26
日
、
昨
年
に
続
い
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
シ
ェ
ル
コ
ム
せ
ん
だ
い
で
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
感
染

症
法
上
の
扱
い
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
地

区
か
ら
46
名
と
昨
年
を
上
回
る
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　総
合
優
勝
は
山
形
直
さ
ん
（
五
ッ
橋
）、
準
優
勝

は
信
夫
文
雄
さ
ん
（
小
牛
田
）
レ
デ
ィ
ー
ス
優
勝
は

宮城支部 7地区中、
6地区が参加しました

川
越
清
子
さ
ん
（
小
牛
田
）
レ
デ
ィ
ー
ス
準
優
勝
は

藤
島
和
子
さ
ん
（
小
牛
田
）。
ま
た
、
今
大
会
も
賛

助
会
員
各
社
様
か
ら
多

く
の
賞
品
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
各
賞
や
飛

賞
の
賞
品
を
充
実
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
会

員
各
社
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　〈
第
３
弾
〉お
く
の
ほ
そ
道 

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　令
和
５
年
11
月
３
日
に
今
回
初
の
試
み
と
し
て
、 ナイスショット！

さあ、これから
散策開始です

五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
「
山
の
会
」
と
の
共
催
で
、「
お
く

の
ほ
そ
道 

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　３
地
区
か
ら
18
名
が

参
加
し
、
宮
城
県
か
ら

山
形
県
に
至
る
旧
街
道

「
出
羽
仙
台
中
山
街
道
」

を
堺
田
～
中
山
平
温
泉

ま
で
の
約
５
ｋ
ｍ
の
区

間
（
こ
の
ル
ー
ト
は
、

そ
の
昔
、
源
義
経
主
従

が
兄
頼
朝
に
追
わ
れ
て

平
泉
に
下
る
途
中
に

通
っ
た
道
と
伝
え
ら
れ
、

江
戸
時
代
に
は
松
尾
芭

蕉
が
そ
の
足
跡
を
辿
り

「
お
く
の
ほ
そ
道
紀
行
」

に
記
し
て
い
ま
す
）
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
予
定

で
出
発
し
ま
し
た
。
道

路
の
渋
滞
を
予
想
は
し

て
い
ま
し
た
が
、
休
日

の
好
天
気
、
紅
葉
の
見

頃
と
あ
っ
て
堺
田
へ
行

く
途
中
の
鳴
子
ま
で
も

た
ど
り
着
け
な
い
よ
う

な
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま

渋滞で遅れたのでお腹ペコペコ
歩く前におにぎり弁当で腹ごしらえ大深沢橋のずーっと下の遊歩道を歩きました紅葉の美しさで有名な鳴子峡大深沢橋
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坂
祐
輔
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、「〝
想
い
〟
を
伝
え

る
相
続
対
策
」
～
大
切
な
家
族
の
た
め
に
～
と
題
し

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　相
続
で
は
な
く
〝
争
族
〟
の
増
加
や
相
続
税
の
改

正
を
踏
ま
え
た
興
味
深
い
内
容
で
、
遺
言
は
大
切
な

家
族
へ
の
思
い
や
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
大
変
参
考

に
な
る
講
演
で
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
は
ぜ
っ
子
ク
ラ
ブ

　令
和
５
年
後
半
戦
の
活
動
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。

・
５
月
24
日

　石
巻
市

　小
網
倉
浜

　「
太
陽
丸
」

　６
名
参
加

　マ
コ
ガ
レ
イ
釣
り
が
、
悪
天
候
の
た
め
３
回
中
止

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
釣
り
の
虫
？
（
腹
の
虫
）
が

お
さ
ま
ら
な
い
の
で
、
急
遽
、
追
加
計
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
風
強
く
、
波
も
高
い
こ
と
か
ら
、
湾
内
で

の
釣
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
４
匹
～
11
匹
（
良
型

多
い
）
の
釣
果
で
し
た
。
ゲ
ス
ト
は
、
サ
バ
・
ワ
タ

リ
ガ
ニ
で
す
。

・
８
月
３
日

　亘
理
町

　鳥
の
海

　「
き
く
し
ん
丸
」
　４
名
参
加

　当
初
ア
ジ
釣
り
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

者
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ヒ
ラ
メ
釣
り
に
変
更
し

ま
し
た
。
釣
果
は
、
４
～
11
匹
で
、
サ
イ
ズ
は
普
通
、

ゲ
ス
ト
は
マ
ト
ウ
ダ
イ
で
す
。

・
９
月
７
日

　亘
理
町

　鳥
の
海

◎
文
化
講
演
会
の
開
催

　５
年
11
月
17
日
、
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

令
和
５
年
度
文
化
講
演
会
を
開
催
し
、
約
90
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
電
友
会
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
主

催
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合

退
職
者
の
会
宮
城
県
支

部
協
議
会
共
催
と
い
う

形
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　三
井
住
友
信
託
銀
行

仙
台
支
店

　主
席
財
務

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
大

元気なうちに「想い」を
伝えておくことが大切

相続が“争う族”とならないよう
真剣に受講しました

れ
、
時
間
的
に
お
く
の
ほ
そ
道
を
歩
く
の
は
無
理
と

判
断
し
、
鳴
子
峡
の
散
策
に
変
更
し
ま
し
た
。

　鳴
子
渓
谷
を
下
ま
で
降
り
る
の
は
初
め
て
と
い
う

人
も
お
り
、
渋
滞
で
予
定
変
更
に
な
っ
て
も
充
分
楽

し
み
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
正
に
見
頃
を
迎

え
た
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
錦
秋
の
「
鳴
子
峡
」
を

満
喫
し
、
素
晴
ら
し
い
景
色
と
美
味
し
い
お
に
ぎ
り

弁
当
に
大
満
足
の
一
日
で
し
た
。

◆ 

五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

◎
理
事
会
・
幹
事
会
の
開
催

　５
年
９
月
14
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
五
橋
第
二
ビ
ル
お
い
て
、

会
報
の
手
配
り
を
担
当
し
て
い
る
地
区
幹
事
を
中
心

に
46
名
の
役
員
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高

石
会
長
の
挨
拶
の
後
、
大
変
な
猛
暑
の
中
で
の
手
配

り
や
、
会
の
活
動
に
関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
事
務
局
か
ら
は
、
今
後
の
行
事
予
定
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
後
援
会
へ
の
入

会
、「
私
の
あ
し
あ
と
」
の
提
出
な
ど
に
つ
い
て
周

知
し
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
は
懇
親
会
を
行
い
、
会

報
手
配
り
時
の
出
来
事
や
会
員
へ
の
声
掛
け
に
つ
い

て
伝
え
合
う
な
ど
、
４
年
振
り
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
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　「
き
く
し
ん
丸
」

　３
名
参
加

　残
暑
が
続
く
中
、
ザ
ブ
ト
ン
（
80
㎝
オ
ー
バ
ー
）

ヒ
ラ
メ
狙
い
で
し
た
が
、
５
～
７
匹
の
釣
果
で
、
サ

イ
ズ
も
50
～
60
㎝
台
が
中
心
で
、
ま
あ
ま
あ
の
満
足

で
し
た
。
た
だ
、
強
い
引
き
で
針
を
切
ら
れ
た
の
が

３
回
あ
り
、
逃
が
し
た
サ
カ
ナ
の
大
き
さ
を
思
う
と

残
念
で
す
。
ゲ
ス
ト
は
、
イ
ナ
ダ
と
沖
メ
バ
ル
で
す
。

・
９
月
28
日

　石
巻
市

　小
網
倉
浜

　「
お
お
と
く
丸
」

　６
名
参
加

　雨
の
中
、
ヒ
ラ
メ
の
数
狙
い
で
出
船
し
ま
し
た
。

雨
は
午
前
中
に
上
が
っ
た
も
の
の
、
き
つ
い
根
掛
り

に
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
、
釣
果
は
５
～
11
匹
で
、
サ
イ

ズ
は
、
50
～
60
㎝
台
が
中
心
で
し
た
。

　

・
11
月
16
日

　石
巻
市

　小
網
倉
浜

　「
お
お
と
く
丸
」

　９
名
参
加

　お
正
月
用
の
タ
コ
釣
り
が
目
的
。
タ
コ
は
グ
ル
メ

な
の
で
イ
ワ
シ
な
ど
の
エ
サ
で
は
な
く
、
豚
肉
や
鶏

肉
を
エ
ギ
に
巻
き
付
け
て
釣
り
ま
し
た
。
釣
果
は
０

～
９
匹
。
海
水
温
が
高
く
（
温
暖
化
の
影
響
か
…
）

タ
コ
は
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
吊
り
上
げ
る

途
中
２
匹
ほ
ど
目
前
で
落
と
し
て
し
ま
い
残
念
！！
海

に
帰
っ
た
タ
コ
は
足
が
太
く
て
と
て
も
美
味
し
そ
う

な
タ
コ
だ
っ
た
…
（
涙
）

⑵
五
ッ
橋
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

　今
年
度
２
回
目
の
撮
影
会
を
、
10
月
18
日
に
川
崎

町
の
「
国
営
み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
」
に
て
実
施

し
ま
し
た
。
快
晴
で
撮
影
に
は
絶
好
の
秋
空
の
下
、

参
加
会
員
５
名
で
赤
く
色
づ
い
た
コ
キ
ア
畑
を
メ
イ

ン
に
園
内
を
巡
り
、
各
々
が
自
分
の
思
う
撮
影
ポ
イ

ン
ト
を
撮
っ
て
廻

り
ま
し
た
。

　ま
た
、
夏
の
猛
暑

に
も
め
げ
ず
、
月
例

会
は
継
続
し
て
毎
月

開
催
し
て
お
り
、
月

ご
と
に
、
各
会
員
が

仙
台
青
葉
ま
つ
り

（
５
月
）、
夏
ま
つ
り

第 2回撮影会
（国営みちのく杜の湖畔公園R5.10）

真赤に色付いた
コキアの前にて

仙
台
す
ず
め
踊
り
（
７
月
）、仙
台
七
夕
ま
つ
り
（
８

月
）、
み
ち
の
く
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り
（
10
月
）

や
身
の
回
り
の
季
節
の
花
・
風
景
な
ど
を
撮
っ
た
力

作
写
真
を
持
ち
寄
り
、
み
ん
な
で
評
価
し
合
い
な
が

ら
感
性
を
磨
い
て
い
ま
す
。

⑶
五
ッ
橋
山
の
会

　今
年
度
の
山
行
は
、
５
月
の
青
麻
山
以
降
天
候
に

恵
ま
れ
ず
、
８
月
猛
暑
の
雁
戸
山
（
６
名
）
で
よ
う

や
く
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
暑
か
っ
た
！
）。

　９
月
は
山
の
会
初
め
て
の
１
泊
登
山
で
、
八
甲
田

山
を
目
指
し
ま
し
た
（
10
名
）。
１
日
目
は
八
甲
田

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
田
茂
萢
湿
原
を
巡
っ
た
後
、
酸
ヶ

湯
温
泉
旅
館
で
翌
日
の
八
甲
田
大
岳
登
山
に
備
え
ま

し
た
が
、
２
日
目
は
予
報
ど
お
り
の
強
風
の
た
め
、

大
岳
登
頂
は
諦
め
て
草
も
み
じ
の
始
ま
っ
た
毛け
な
し
た
い

無
岱

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
変
更
し
、
八
甲
田
の
秋
の
気
配
を

わ
ず
か
な
が
ら
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　10
月
初
旬
の
栗
駒
山
（
８
名
）
は
例
年
で
あ
れ
ば

紅
葉
真
っ
盛
り
で
す
が
、
ま
だ
紅
葉
に
は
１
～
２
週

間
程
早
く
、
ま
た
、
い
わ
か
が
み
平
か
ら
の
登
山
口

で
は
青
空
も
見
え
て
い
た
が
、
登
る
に
従
っ
て
強
風

と
霧
で
何
も
見
え
な
く
な
り
、
途
中
の
東
栗
駒
山
ま

で
で
引
き
返
し
て
き
ま
し
た
。

　無
理
を
せ
ず
、
体
力
に
見
合
っ
た
山
行
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
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た
が
、
病
気
や
老
化
の
た
め
参
加
者
が
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。

⑵
マ
ー
ジ
ャ
ン
愛
好
会

　11
月
15
日
～
16
日
、
４
年
ぶ
り
に
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
結
果
は
次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

・
そ
の
他

　会
員
の
釣
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　宮
城
県

　Ｒ
５
年
８
月

　亘
理
沖

　
　
　
　
　（
活
き
い
わ
し
釣
り
）…
ヒ
ラ
メ（
88
㎝
）

　釣
り
師

　中
村
政
喜
さ
ん

　
　
　
　
　（
地
域
の
釣
り
同
好
会
に
加
入
）

　釣

　歴

　１
年
６
か
月

本人もビックリ！！！もしかして
地球を釣ったんじゃないか？と。

◆ 

仙
南
Ｏ
Ｂ
会

◎
定
期
総
会

　な
か
な
か
終
息
し
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
定
例
総
会
は
書
面
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
種
活
動
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
や

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
猛
暑
で
、
中
止
や
自
粛
期
間

が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
会
員
相
互
の
交
流
が

減
少
し
、
さ
み
し
い
限
り
で
す
。
１
日
も
早
い
終
息

を
願
い
、
会
員
の
み
な
さ
ん
と
お
会
い
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　定
例
会
は
10
月
12
日
大
河
原
町
東
部
運
動
場
で
行

い
ま
し
た
。
参

加
者
は
10
名
と

少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
楽
し

く
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

今
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
と
夏
の
猛

暑
の
為
、
９
月

か
ら
の
活
動
開

始
と
な
り
ま
し

10 月 12 日定例会に参加の皆さん

山旅第 91 号表紙
（雁戸山　R5.8）

山旅第 92 号表紙
（八甲田山　R5.9）

山旅第 93 号表紙
（東栗駒山　R5.10）
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◆ 

石
巻
電
友
会

◎
三
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

　10
月
31
日
、
東
松
島
市
の
矢
本
海
浜
緑
地
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
大
崎
、
気
仙
沼
、
石

巻
の
三
地
区
合
同
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
大
崎
12
名
、
気
仙
沼
７
名
、
石
巻
11

名
の
総
勢
30
名
が
参
加
。
結
果
は
３
名
が
１
０
２
点

三地区で
楽しく交流しました

の
同
点
を
出
し
ま
し
た
が
、
年
功
の
順
で

　１
位

　高
橋

　保
夫
さ
ん
（
石
巻
）

　２
位

　濱
田

　幸
徳
さ
ん
（
石
巻
）

　３
位

　高
橋
房
之
助
さ
ん
（
大
崎
）

　に
な
り
ま
し
た
。

　

　84
歳
の
小
松
さ
ん
（
気
仙
沼
）
と
83
歳
の
小
川
さ

ん
（
大
崎
）
に
は
特
別
賞
を
贈
呈
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
は
10
名
も
出
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好

の
ゴ
ル
フ
日
和
の
な
か
、
い
い
汗
を
流
し
楽
し
く
交

流
出
来
ま
し
た
。

◆ 

大
崎
ク
ラ
ブ

◎
秋
の
研
修
旅
行
の
実
施

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
１
泊
で
実
施
し
て
い
た
研
修
旅

行
で
す
が
、
今
回
は
４
年
ぶ
り
に
日
帰
り
で
実
施
。

南
三
陸
の
「
街
の
復
興
状
況
」
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

会
員
の
親
睦
を
深
め
る

秋
の
研
修
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。

　13
名
の
参
加
で
古
川

支
店
９
時
30
分
出
発
。

途
中
「
日
本
三
所
の
秘

仏
」
と
言
わ
れ
る
弘
法

大
師
由
来
の
南
三
陸
奥

美味しい海の幸に舌鼓

州
柳
津
虚
空
蔵
尊
を
参
拝
し
、
11
時
に
「
南
三
陸
ホ

テ
ル
観
洋
」
に
到
着
。
眼
下
に
雄
大
な
太
平
洋
を
眺

め
な
が
ら
の
入
浴
、
三
陸
産
海
の
幸
の
昼
食
に
舌
鼓

を
打
ち
、
４
年
振
り
に
参
加
者
の
美
声
と
様
々
な
会

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
退
館
後
、
南
三
陸
さ
ん

さ
ん
商
店
街
に
着
き
ま
し
た
が
、
以
前
の
賑
や
か
な

南
三
陸
の
街
は
姿
を
消
し
、
海
の
見
晴
ら
し
を
遮
る

防
潮
堤
、
か
さ
上
げ
さ
れ
て
以
前
の
街
の
姿
は
無
く

住
宅
は
３
か
所
の
高
台
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

旧
南
三
陸
防
災
庁
舎
は
遥
か
眼
下
。
防
災
記
念
館
は

今
昔
の
写
真
等
が
展
示
さ
れ
、
災
害
の
恐
怖
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
以
前
の
商
店
街
に
は
さ
ん
さ
ん

商
店
街
が
残
る
の
み
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
お
土
産
の
買

秋の研修旅行の
参加者
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　優
勝

　
　河
合

　興
一
（
泉
）

　準
優
勝

　菅
原

　武
人
（
古
川
）

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
青
空
の
下
、
珍
プ
レ
ー
で
笑

い
、〝
ま
ぐ
れ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
〟
な
ど
と
お
喋

り
を
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

老
若
男
女
、
年
齢
問
わ
ず
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
仲
間

を
待
っ
て
ま
す
。

⑵
古
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

　令
和
５
年
度
も
毎
週
木
曜
日
に
退
職
者
サ
ロ
ン
で

「
入
室
時
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
窓
の
開
放
」

を
実
施
し
囲
碁
の
対
局
で
会
員
の
親
睦
を
図
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
対
局
が
た
び
た
び
中

止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
囲
碁
に
少
し
で
も
興

囲碁クラブ
対局風景

し
た
。
週
２
回
（
水
・
金
）
の
練
習
会
と
月
例
会
、

交
流
大
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
日
頃
の
成
果
を
競

い
合
う
月
例
会
と
交
流
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

・
５
月
31
日
（
三
本
木
Ｐ
Ｇ
場

　25
名
）

　優
勝

　小
関

　幸
一

　
　準
優
勝

　高
橋
房
之
助

・
６
月
28
日
（
ふ
れ
あ
い
の
森
Ｐ
Ｇ
場

　22
名
）

　優
勝

　男
澤

　秀
一

　
　準
優
勝

　佐
藤

　政
昭

・
７
月
26
日
（
三
本
木
Ｐ
Ｇ
場

　20
名
）

　優
勝

　中
嶋
三
枝
子

　
　準
優
勝

　鈴
木

　源
一

・
８
月
30
日
（
ふ
れ
あ
い
の
森
Ｐ
Ｇ
場

　22
名
）

　優
勝

　男
澤
喜
恵
子

　
　準
優
勝

　小
岩
欽
治
郎

・
９
月
27
日
（
三
本
木
Ｐ
Ｇ
場

　19
名
）

　優
勝

　菅
原

　祐
子

　
　準
優
勝

　青
沼

　昌
裕

・
第
16
回
古
川
・
泉
交
流
大
会

　

　７
月
19
日
（
三
本
木
Ｐ
Ｇ
場

　32
名
）

　（
小
雨
決
行
で
開
催
、
本
降
り
と
な
り
３
コ
ー
ス

で
打
ち
切
り
）

　優
勝

　
　渡
辺

　勝
己
（
泉
）

　準
優
勝

　佐
竹

　孝
子
（
泉
）

・
第
19
回
古
川
・
弘
前
交
流
大
会

　９
月
９
日
（
稲
庭
高
原
Ｐ
Ｇ
場

　15
名
）

　優
勝

　
　小
岩
欽
治
郎
（
古
川
）

　準
優
勝

　高
橋
房
之
助
（
古
川
）

・
第
17
回
古
川
・
泉
交
流
大
会

　10
月
17
日
（
お
お
ひ
ら
万
葉
Ｐ
Ｇ
場

　29
名
）

い
物
を
し
、
帰
路
で
は
津
山
町
の
日
本
三
不
動
尊
に

数
え
ら
れ
る
「
横
山
不
動
尊
」
を
参
拝
し
、
帰
路
の

安
全
を
祈
願
し
、
午
後
４
時
半
に
無
事
古
川
に
到
着
。

次
回
皆
さ
ん
と
元
気
な
顔
で
再
会
す
る
事
を
約
束
し

散
会
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
Ｎ
Ｔ
Ｔ
古
川
Ｏ
Ｂ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　

　コ
ロ
ナ
禍
の
規
制
緩
和
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
内
で
は
マ
ス
ク
着
用
、
グ
リ
ー
ン
で
は
任

意
と
そ
れ
ぞ
れ
が
感
染
予
防
対
策
を
し
な
が
ら
プ

レ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。
夏
の
異
常
な
暑
さ
に
熱
中

症
対
策
を
し
な
が
ら
勝
負
も
熱
く
（
暑
く
）
燃
え
ま

パークゴルフ
月例会参加者
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味
が
あ
る
方
は
見
学
も
入
会
も
大
歓
迎
で
す
。
囲
碁

大
会
は
３
月
末
に
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
桜
友
会
」

　「
化
女
沼
２
０
０
０
本
桜
の
会
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
美
し
く
咲
き
乱
れ
る

桜
の
風
景
と
環
境
を
維

持
す
る
為
、
４
月
か
ら

11
月
迄
「
化
女
沼
環
境

美
化
活
動
」
と
し
て
、

化
女
沼
湖
畔
周
囲
４
キ

ロ
の
ゴ
ミ
拾
い
を
毎
月

第
３
週
水
曜
日
に
実
施
。

環境美化活動中

環境美化活動に
参加の皆さん

以
前
は
地
域
に
あ
る
小
学
生
も
授
業
の
一
環
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。
最

近
は
化
女
沼
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
が
環
境
に
対
す
る
意

識
向
上
の
為
か
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
か
空
缶
の
数
が
大

分
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
化
女
沼
環
境
整
備
活
動
と

し
て
、
桜
２
０
０
０
本
の
下
草
刈
り
、
害
虫
防
除
、

桜
の
木
の
消
毒
作
業
は
５
月
か
ら
11
月
ま
で
毎
週
末

早
朝
か
ら
実
施
し
ま
す
。
雑
草
等
の
成
長
は
早
く
年

２
回
同
一
場
所
の
環
境
整
備
活
動
が
必
要
で
す
。
最

近
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
が
進
み
大
変
な
作
業

で
す
。「
桜
友
会
」
も
時
間
の
取
れ
る
範
囲
で
参
加

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆ 
小
牛
田
ク
ラ
ブ

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　６
月
30
日
に
、
今
回
で
56
回
目
と
な
る
大
会
を
行

い
ま
し
た
。
毎
週
金
曜
日
に
定
期
練
習
会
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
雨
天
の
た
め
練
習
が
中
止
と
な
る
日
が

多
か
っ
た
中
で
大
会
に
は
14
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。

・
第
56
回
大
会
上
位
入
賞
者

　優

　勝

　橋
崎

　隆
二

　準
優
勝

　前
原

　一
寿

　第
３
位

　伊
藤

　文
明

　今
年
度
２
回
目
の
大
会
は
、
猛
暑
の
中
で
の
練
習

を
重
ね
て
９
月
29
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

先
週
ま
で
の
真
夏
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
下
、
13
名
の
参
加
で
行
な
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

・
第
57
回
大
会
上
位
入
賞
者

　優

　勝

　毛
利

　学
治

　準
優
勝

　橋
崎

　隆
二

　第
３
位

　大
原

　直
子

　成
績
上
位
者
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
累
積
が
大
き

な
数
字
と
な
っ
た
た
め
、今
年
度
は
、全
員
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
「
ゼ
ロ
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
し
ま
し
た
。

パークゴルフ愛好会の
皆さん
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ウ
イ
ル
ス
も
５
類
に
移
行
し
た
も
の
の
、
流
行
が
懸

念
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
配
慮
し
、
手
指
の

消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
等
、
健
康
に
気
を
配
り
な
が
ら

の
開
催
で
し
た
が
、
26
名
の
会
員
が
参
加
し
、
終
盤

の
質
問
・
回
答
で
は
、
家
庭
内
に
お
け
る
各
部
屋
の

火
災
報
知
器
に
つ
い
て
、
経
年
劣
化
し
て
い
な
い
か

し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
く
よ
う
に
と
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
最
後
は
講
師
に
対
し
て
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
も
互
い
の
健
康
と
安
全
を

祈
念
し
あ
い
、
盛
会
裏
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。（

電
友
会
栗
原
ク
ラ
ブ

　佐
藤

　裕
）

重要な話をしっかりと聞いて
勉強しています

◆ 
栗
原
ク
ラ
ブ

◎
令
和
５
年
度
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　10
月
19
日
、
電
友
会
栗
原
ク
ラ
ブ
主
催
、
退
職
者

の
会
栗
原
地
区
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
栗
原
市
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
に
お
い
て
令
和
５
年

度
の
セ
ミ
ナ
ー
（
勉
強
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　講
師
に
、
栗
原
消
防
本
部
警
防
課
係
長
の
阿
部
信

人
様
を
お
招
き
し
「
わ
が
家
の
災
害
対
策
（
地
震
・

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
！
）」
と
題
し
た
講
演
内
容

は
、
家
庭
内
の
安
全
対
策
の
確
認
に
続
き
、
風
の
強

さ
と
想
定
さ
れ
る
被
害
・
水
害
か
ら
身
を
守
る
・
早

め
の
避
難
行
動
の
と
り
方
・
災
害
別
行
動
の
ポ
イ
ン

ト
・
非
常
持
ち
出
し
品
と
災
害
用
備
蓄
品
に
つ
い
て

等
で
し
た
。
日

常
生
活
に
お
い

て
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
重
要

な
事
項
に
つ
い

て
再
確
認
し
、

理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ

災害から身を守る備えとは…

　《
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
》

　～
「
ん
」
で
始
ま
る
日
本
語
は

　
　
　
　
　
　
　
　有
り
や
ナ
シ
や
～

　日
本
で
活
動
す
る
実
業
家
で
、
外
国
人
タ
レ

ン
ト
の
顔
を
持
ち
、
片
や
山
形
弁
研
究
家
？
の

某
氏
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
ま
し
た
。
日
本

語
を
勉
強
し
て
い
た
時
に
「
日
本
語
に
は
、
ン

か
ら
始
ま
る
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
習
っ
た

そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
山
形
で
、
ン
か
ら
始
ま

る
言
葉
に
次
か
ら
次
に
出
会
い
非
常
に
面
食

ら
っ
た
そ
う
な
…
。
さ
て
、
ン
か
ら
始
ま
る
日

本
語
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
で
す
。
東
北

の
皆
さ
ん
に
は
簡
単
に
分
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
ん
た
っ
て
ン
か
ら
始
ま
る
言
葉
を
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
使
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

　・
ん
だ
よ
（
そ
う
だ
よ
）

　・
ん
だ
で
ば
（
そ
う
だ
っ
て
ば
）

　・
ん
だ
が
ら
（
そ
う
だ
か
ら
）

　・
ん
め
（
美
味
し
い
）

　・
ん
で
ま
ず
、
ん
で
が
す
、
ん
だ
っ
ち
ゃ
、

　・
ん
じ
ゃ
ね
、
ん
で
ま
だ
ね
～
、
等
々
。

　日
本
語
に
「
ん
」
か
ら
始
ま
る
言
葉
は
有
る

ん
で
す
よ
～
（
日
本
語
に
「
ん
」
か
ら
始
ま
る

言
葉
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
皆
様
方
へ
）
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